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景気循環発生の一つの可能性
佐
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問題
資本制経済においては，生産に関する諸決定が，個別資本家によって私的・
分散的に行なわれるために，生産物市場での需給不一致，生産設備の遊休・・等
の不均衡が発生する。そうした不均衡が発生した場合，資本制経済では，それ
らをスムーズに解消する力が働くのではなく，逆に不均衡を拡大し累積させる
力が働くと考えられる。もしも，不均衡がとどまるところなく累積していくと
すれば，資本制経済での再生産の継続が行ないえなくなってしまう。しかし，
資本制経済には，不均衡の累積過程を逆転させるメカニズムが備わっており，
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また，それだから，資本制経済は存続しうるし，資本制経済は，景気循環とい
う運動形態を通してのみ存続しうるのである。
従って，景気循環現象を解明するためには，不均衡を累積させる原因，即
ち，投資の資本家的決定態度を基礎にしなければならないと考えられる。しか
し，景気循環の一局面である恐慌を説明するのに，好況期における労働需給逼
迫による実質賃金率の上昇→利潤率の低下，蓄積率の低下としづ因果関連を主
軸とする考え方がある。〈マルクスにもこうした考えが部分的にみられる。〉そ
こで，以下では，資本家の投資が，生産物市場での需給を一致させるように受
動的に決定される（実現問題を捨象した〉としても，実質賃金率が労働市場の
需給を反映して変動すると考えた場合に循環が発生しうるか否か，発生しうる
とすれば，その循環を規定している要因は何であるのかを検討する。
Il モデルの構成
生産技術条件は，産出係数，労働生産性を共に一定とすれば，
X＝σK 
Na=nX 
σ＝const.>O 
n=const.>O 
(1)-a 
(2)-a 
である。ここで， X：生産量， K：資本ストック量， Na：労働需要量，である。
労働者の貯蓄と資本家の消費を無視すれば，総需要は，労働者の消費需要と
投資需要から成る。投資をIとし，実質賃金率をRとすると，労働者の消費需
要は RNaとなる。すると，需給一致条件は，
X=RNa十I (3) 
となる。投資は，上式が満たされるように行なわれると想定する。
実質賃金率は，労働の需給の程度に従って変動すると考える。ここでは，雇
(1）置塩信雄c4), ( 5〕参照。
(2) 以下で，用いたモデ、ルは， Goodwin〔2）を基礎としている。 Goodwinとの相違
点は，実質賃金率変動関数を実質賃金率の変化率ではなく，水準の変化であると考え
た点，完全雇用，実質賃金率の上限・下限の制約を考慮している点等である。 Goodwin
モデルに関連する文献として， Desai( 1 ),Medio〔3）がある。
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用率 （Na/N.のがある一定の値をこえれば，実質賃金率は上昇し，逆に，それ
を下回われば，低下すると想定する。即ち，
氏ベ長イ
但し， c1=const.>O, c2=const. Oくらく1
である。
労働供給は，一定率 Ca で増加するとすれば
／＼ 
Ns=c3, c3 =const. 
である。
もしも， NaくNSであれば，上の五式に
K=l 
(4) 
(5) 
(6) 
を加えれば，体系は完結する。ここで変数は， X,K, Na, N5, I, Rの6個
であり，上述の6個の方程式で決められる径路を運動することになるO
今， k=K/Nsとおくと，上の体系は次の2式に集約しうる。
r k＝｛σ（1-nR）ー c3}kCS1 ）~ 
・ lR=c1(nσk-c2) 
但し， ωく去， 0くRく十
(7) 
(8) 
次に，もしも NaとNsであれば，（2)-aで決められる労働需要は実現され
ず，生産は労働供給に制約されることになり，
X=__LNs 
n (1)-b 
Na=Ns (2)-b 
で生産量が決定される。この場合には存在している資本のうち， K－－~Ns がσn 
過剰になることになる。この場合，体系は，（1)-a, （羽－aの代りに，（1)-b
(2)-bをおけば，
( k＝（÷－R )-c3 k 
(82）~ ¥ ,. I 
(9) 
l R=c1 (l-c2) 。
但し，ー~；；；；；k, O<Rくーとnσ 7l 
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となるo さて，実質賃金率が，（引に基づいて変動する時に，もしRが÷をこ
えれば，需給が一致するためには，投資は負にならなければならなし、。ところ
で，ここでのモデ、ルは，一部門経済であるので，生産物は，資本財にも消費財
にも使用できると考えられている。それ故，投資が負になることは，資本の切
りくずしを行なって，消費需要をまかなうことを意味する。しかし，以下では
ひとたび資本財として用いられた場合には，消費財に転用できないと想定す
るO 従って，需給が一致するためには，投資が負にならねばならないような状
1 況になった時には， Rは，一ーに押えられ，投資はゼロになると考えるOn 
l=O 
R=_l_ 
n 
if R二三一一L一－ n 
??
実質賃金率が上昇するのは，雇用率がらをこえる時だから，上の状況のと
きの体系は，
位）
U3) 
但しごL~k, －ι孟Rna tt 
となる。
上の場合と逆に，（引に基づいて実質賃金率がRが変動する時に， Rが負にな
ってしまう場合には， Rはゼロに押えられ，生産されたものはすべて投資さた
ると考えるo
l=X 
if R豆0 (1必
R=O 
この場合の体系は，
(k＝（σ－c3)k (S4 ）~ 
{ R=O 
日目
立。
(3) 本来ならば，実質賃金率の生理的限界，労働者が再生産されるのに最低限必要な実
質金率 （Rmin.）を定め，それ以下にはなり得ないと想定すべきであるが，ここでは
簡単化のために， Rmin.=0としておく。
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となる。
皿 運動のパターン
以下では， σー ら＞Oかつ c3>Qの条件が満たされている場合を考察するO
この条件が満たされていない場合については，第V節で考察する。
〔1〕 Siでの運動
Siで五＝R=Oとなる均衡点を〈が， R＊） とすれば，
k＊＝三L. R＊＝竺土色
nσ ’ nσ 
であるO 次に，（7), (8）より時間 tを消去すると，
dk ｛σ（1-nR）ー c3}k
dR - c1(nσk-c2) 
である。これより
c1(nσk-c) 
k dk＝｛σ（1-nR)-c3}dR 
であるから積分すると，
仰い1C2均 k＝（σー C3)R-TR2十C
となる。ここで， Cは積分定数である。初期値を k0,R。とすると，
c1nak0-c1c2均 ko=C「 C川口一子R5+C
となるから結局
k 
c1na(k-k0）ー c1c2logヲ~＝(R-R0）｛（σ－ca)-2一（R+R0)}
（同
(18) 
を得る。闘の両辺を図示すると，図1のようになる。但し，図1では， R。＝
三万円＝R＊） の場合を描いてあるo 数学注く1)
従って，図1からわかるように，（18）を満たすhとRの関係を示すと，図2の
ようになる。 hとRの動きの方向は，（7), (8）によって決まるから，閉曲線上を
矢印の方向に運動することになる。
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図1 k 
R 
R 
図2
R 
k 
〔2〕 82, 8a, 84での運動
Cz 
nσ 
んの（9）より， k=oとなる方程式を求めると，
R＝ー 仰十
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R 
k 
k 
仕掛
である。この直線より上では， hくO，下では k>Oであるo Rは， C1>0, 0く
らく1だから，常に R>Oである。よって，動きは，図3の矢印のようにな
る。
次に， Sa,S4での運動は（12)' (13)' u日， M)で決まるが， σー ら＞O, c3>0とい
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う前提を考慮すれば，図3の矢印のようになることは直ちにわかる。
R 
I S3 
一一一ー ーー 一ー一一一－－－－n 1－・～.... ＿＿ピl 、！
勺－－－－－－－－~－l ~ 1 
図3 軍司－一一一一一一－1二斗～ ~ --s2－、
S1 
工令
ν” 
じ！ じ
S4 
W 景気循環
C2 
nσ 
k 
nσ 
E節での結果を総合して，体系 S1,S2, S3, S4を総合して，全体の動きを
みていこう。
まず， Siにおける均衡径路の存在を確認しておこう。
初期値 k0,R。が聞に等しい時には，生産量，資本ストックは，労働供給増
加率〈心で成長し，実質賃金率は一定 μ三l_），失業率も一定であるよう
＼刀σ ／
な径路（均衡径路〉にとどまり続けるo
k0, R。が聞に等しくない場合には，図2の閉曲線上を運動することになる。
r a-c, ¥ そこで，以下では， R の初期値 R。は R＊（＝一一＿］＿ ）に固定しておいて， k ¥ nσj 
c の初期値 koを ____:_L_から少しずつ大きくしていく時に，運動がどう変化するnσ 
かをみていくことにする。
さて， M 云より大きくなると，図2の閉曲線上を運動することになる
が， h。が大きくなるにつれて，閉曲線も大きくなってし、く。すると，完全雇
用，実質賃金率の上限・下限の制約にぶつかる可能性がでできて，もし制約に
ぶつかれば， Siから他の局面に切り換わることになる。体系の動きは，労働供
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供給増加率が σ／2より大きいか，小さいかにより分かれることになる。数学
注く2)
(1) OくCa孟÷の場合
- 1 
この場合には， R＝ー ーとなる時の亙は非負であるon 
第一に，諸パラメーターが，
一妥－；；－＜c1{c2(1-log小 1} 倒
c 1 を満足する時は， ___Lより大きく，一ーより小なる koに対して， Rが一瓦ー とnσnσ 
なることはなく，運動は， SI内におさまり，閉曲線上を運動することになるo
ko＝去の時の閉曲線比図4のAのようになるo閉曲線Aの R＝す立に
対応するもう一方のhを k1とする。今度は，（1）の下で，初期値を k1を小さ
ーや 1
くしていくと，閉曲線は大きくなり， Rかーーに到達するoそうなる時の h。n 
を九とする。図4のB点から出発し， Cを通り， D点になった時， S2に切り
換わるが，再び S1にもどる点の可能性として， Ei,Ez, Eaの3つがある。
もし Ei点にもどるとすれば， k1より小なる初期値から出発する径路は，閉
曲線Aに収束していくことになる。もし Ez点にもどるとすれば，九三説。三設l
R 
1 
n 
図4 ~二.S!.
nσ 
k2 k1 C2 
nσ nσ 
0く必÷一義く仰（1-logcz)-1｝の場合。
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にある初期値から出発する径路は，それぞれ閉曲線をなし，んより小さな初期
値から出発する径路は，閉曲線 BCDE.pに収束していくことになる。
もし Ea点にもどるとすれば， klより小なる初期値から出発する径路は，閉
曲線 BCDE3FGに収束していくことになる。
第二に，諸パラメータ｛が
a 
c1 {c2(1-log c2)-1｝くー~ (21) 一 2nσ
1 ー守 1を満足する時は，一ーよりも小なる九に対して Rか一一ーとなるような閉曲nσv n 
線Aが存在する。そのような ko を九とし， R＝~ となるもう 1 つのんnσ 
を九とする。
図5に示されているように，ムより小なる初期値から出発する径路は，結局
のところ閉曲線Aに収束してし、く O
K。が k4くhくんの範囲にある場合には，例えば，閉曲線B上を運動するこ
とになる。
R 
図5
k4 
k 
0くca；；÷，仇(1-logc2)-l｝豆一義の場合。
〔2〕 －？くらくσの場合
この場合， Eがゼロになる時の Rは＿！＿＿よりも小である。n ~ 
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まず第一に，諸パラメーターが
〈σ－c)2 
- 2n~ く引か2(1-logc2)-1} (2) 
を満足する時は， koがごL から_l_vこ変化する時に， Eがゼロになるような
nσnσ 
閉曲線は存在しない。
I a-c, 
koが会の時の， R＝一一上となるもう 1つの此hとする。ωの下で，nσ 
初期値 koを ksより小さくさせていくと，閉曲線は大きくなっていき， Eが
ゼロになるO そうなる時の h。を九とおく。図6のBから出発して， Cを通
り， Dに到った時， Siからんに切り換わるが，再びs，にもどる点の可能性
として， E1,Ez, E3があり，もう一つの可能性としては S3に入り， E4にな
ることもあるO
もし E1にもどるとすれば，九より小なる初期値から出発する径路は，閉曲
線Aに収束していくことになる。
もし E2にもどるとすれば，九三説くksにある初期値から出発する径路は，
それぞれ閉曲線をなし， kく九より小なる初期値から出発する径路は，閉曲線
BCDE2Fに収束していくことになる。
もし E3にもどるとすれば， hくk5にある初期値から出発する径路は，閉曲
R 
図6 nσ 
σ一” C3
nσ 
、、、、
、
‘、、
k 
C2 
nσ nσ 
（σー C3)22 くのくσ，－ 2nσ くcI{c2(1-logcz）ー 1｝の場合。
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線HICDE3Gに収束してし、くことになる。
もし E1に行くとすれば， hくksにある初期値から出発する径路は，閉曲線
KLCDEiに収束していくことになる。
第二に，諸パラメーターが
山 2(1-logc2)-l｝豆一（Tn71)2 (23) 
を満足していれば，＿＿＿！＿より小なる koに対して，亙がゼロになる閉曲線Aが
nσ 
存在する。その時の knをんとし，もう一方の hを九とする。
九三五九三~k1 の範囲にある時は，体系は S1 にとどまり，図 7 の閉曲線Bのよ
うな運動をするo
それ以外の初期値から出発する径路は，結局のところ，閉曲線Aに収束して
いくことになる。
R 
2 （σー C3)
図7 nσ 
σ 一ー C3 
nσ 
ks 2乙 k1」－
nσnσ 
一 （σーの）2 四人2一くC3くσ，c1 {c2(1-logc2)-l｝三三一 2nσ 場合。
、、
k 
1 - 1 
(4) 図7では， ko=-:;;aから出発する径路の Rは一万ーより小さくなるように描かれて
いる。だが， (23）ではなく
c1 {c2(l -logcz）一K 一義
1 ー 1
が成立する場合には，ヲ五ーより小なるんoから出発する径路で， Rが一言ー となるもの
が存在する。しかし，その場合でも本文の結論は従う。
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〔3) 諸パラメーターと循環
以上で，明らかになった様に，循環の態様は，初期値，パラメーターに依存
して決定される。図4' 5, 6' 7の閉曲線Aの内部に初期値がある場合に
は，制約にぶつかることなく初期から規則的な循環運動を行なうことになるO
この時に，循環の頂点，底，振幅がパラメーターが変化した時にどう変化する
かを検討する。循環の頂点，底を，蓄積率の頂点（g），底〈互〉でみることに
し振幅をその差＠一重〉でみることにしよう。結果をまとめると，表1の様
になる。数学注く3)
C1 C2 Ca n σ 
表1 g 
＋ ＋ 十 ？ ？ 
g 一 十 ＋ ？ ？ 
g-g 十 十 。 ？ ？ 
次に， ω，ω，ω，ωの条件の意味を考えてみよう。例えば， ωで，実質賃
金率変動関数の反応係数 C1に注目して書きかえると，
ー d
C1<.. 2nσ｛1-cll-log c2)} 
となるOωの時は不等号の向きが逆になる。そこで， c2, c3, n，σは同じで，
C1 が大きくωが満たされる経済と， C1 が小さくωが満たされる経済を比較し
てみるO C1 が小さな経済は，究極的に S1,S2, S3を通る循環をくり返す可能
性があるo に対し， Cl が大きな経済は，ぶだけでの循環をくり返すことにな
る。（2), (23）の場合にも上と同様なことが成立する。 （図6, 7参照。〉
労働供給増加率と循環関係については，次のようなことがわかる。
労働供給増加率が小さい場合には， Rが上限に達し，亙は正値だから，蓄積
率は， Eはゼロに達し， tは σより小さいことになり低い水準での循環運動に
なるく図4, 5参照〉。 それに対して，労働供給増加率が高い場合には， Rは
上限には達せず， Eはゼロになるので， tは， σになり， Eは正値をとる，高
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い水準での循環運動になる。
最後に，循環の生じる理由について，閉曲線Aのようになる場合を例に考え
てみよう。
初期に雇用率がら以下で，実質賃金率の水準が R＊ をこえているとしよ
う。雇用率がらを下回っているから，実質賃金率は低下し，他方蓄積率は上
昇し，それと共に雇用増加率は上昇してし、く。雇用増加率が労働供給増加率を
上回るまでは，実質賃金率は低下し続ける。その間，蓄積率，雇用増加率は上昇
し続けているので，ついには，一定の労働供給増加率を上回るようになる。す
ると雇用率が上昇しはじめ，しばらく経つと， Czに到る。雇用率がらをこえ
ると実質賃金率は上昇に転じ蓄積率は低下に転じるO しばらくは，蓄積率が
高い水準にあるので，雇用増加率は，労働供給増加率をこえているので，雇用
率も上昇してし、く。しかし，そのことが，実質賃金率をさらに高め，蓄積率を
低下させていくことになるO その内に雇用増加率が労働供給増加率を下回るよ
うになり，雇用率が低下しはじめるようになる。そうして，雇用率がらを下
回ると実質賃金率は低下するようになるO
概略，以上の様にして循環が生じると考えられる。
IV 景気循環のおこらない場合
前節では， σ－c3>0, C3>Qを前提して分析をおこなった。ここでは， この
前提がみたされない場合について考察しよう。
〔1) 労働供給増加率がゼロの場合
労働供給増加率が， ゼロの経済の場合は，（7), (9), (12），邸）で C3=Qになる。
その時のk, Rの運動は，図8のようになる。
図のんより小なる九より出発する径路は，結局のところA点に落ちつく
ことになる。んより大なるんより出発する径路は， Rが_l_となったところn 
（例えば， B）で動きは止まり，そこにとどまることになるO
例えば， Bで動きがとまる径路について考える。初期に，実質賃金率は，上
- 48ー
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限の÷で、あるが，雇用料 C2 より低いために，実質賃金率は低下し他方，
そのことにより，投資が増加してし、く。すると，労働需要がふえていき，雇用
率は上昇し続け， C2に至る。雇用率が Czをこえると，今度は，実質賃金率
が上昇しはじめ，投資は減少してし、く。実質賃金率が~になると投資はゼロn 
になり，資本ストックは一定となる。他方，労働供給量は一定であるから， B
点で動きはとまることになるO いずれにしろ，この場合には循環は発生せず，
究極的には，経済は，単純再生産の状態にとどまり続けることになるO
R 
1 
n 
?
↑?
?
???『 ． ，
図8
k9 1 
nσ 
k 
C3ニOの場合
(2) 労働供給増加率がσよりも大きい場合
労働供給増加率が，産出係数σよりも大きい場合には，（7）で k=oとなるR
が負になり，叉，回で， hは，常に負になるので， k, Rの動きは，図9のよ
うになる。即ち，いずれの初期値から出発しでも， R=O,k=Oとなる状態に
漸近していくことになる。
U5)よりわかる様に， R=Oの時の蓄積率（最大蓄積率〉は σである。という
ことは，技術係数を一定である場合には，労働需要の最大増加率はσであるこ
とになる。 c3＞σ ということは労働供給増加率引がこの最大労働需要増加率
を上回ることを意味するから，雇用率は減少し続け，実質賃金率は，雇用率が
- 49-
??
らより小さくなった時点から低下し続け，上昇に転化する事態は生じないこ
とになるo従って，この場合にも景気循環はおこらなし、。
R 
図9
k 
三ニヱ~－しー一ーーー一一＿＿ ＿！＿一一－~一一一一一一nσ 』
ca＞σの場合
VI結語
E節でモデ、ルを構成し，］［， IV, V節で，体系の運動を検討してきた。そこ
で得られた結論をまとめてみよう。
(i) 労働供給増加率がゼロの場合は，循環は発生せず，究極的には，経済は
単純再生産の状態になる。
(i) 労働供給増加率がゼロより大きく， σより小さい場合には，初期値が均
衡点でない限り循環が発生する。労働供給増加率が相対的に低い（高し、〉
場合は，蓄積率は相対的に高い（低い〉水準での循環運動を行なう。
ω 労働供給増加率がσより大きい場合には，循環は発生せず，実質賃金
率，資本／労働供給比がゼロになる状態に漸近していくことになる O
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数 声Mo－十 注
く1)
k 例。－k0)-c1c2均τ＝（R-R0）｛（σー C3）一子供Ro)}
付）
。。の左辺を
f(k) =c1na(k-k9）刊均去
とおくと，次の事が成立する。
(i) s~n_il_=sgn( k一三斗
δ dk 0 ¥ nσ／ 
(i) lim f（め＝＋∞
ωベ云）孟0 （等号は， ko＝去の時に成立〉
( i), (i)は明らかである。
側の証明．
ベ去）＝叫均的（iー ゴア。）一句元副
となるが， x＝ζ戸。とおくと，
ベ三？）～
となるカ：， c，ら＞Oだから， el一三士で、あれば，ベ会）
は非正となる。
ところで，
1 1 
el-X一一三一＝一五一切I-X-1)=-x抑〉
において，
世（0)=1，世（1)=0, sgn </>' =sgn(l-x) lim世（x）＝ー1
x－令。
であるから，。（x）の形状は下図のようになり
ei-x＿÷豆0 for zと0
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?
。効
ヮ ?? ? ?
が成立。
従って， ωが成立。
戸
図10
1 
（ロ）
。ゅの右辺を
h(R)=(R一Ro)｛（σ一Ca
とおくと次の事が成立するO
(i）伊（表）＝ψ（号L吋
（凶 h（ヱ芋〕＝三子（土三L-R。)2と0
¥ TlσJ z ¥ nσ ／ 
GiD R－＿！！＿矛＝すL-E_
付），（ロ）より，本文の図1のようになることがわかる。
く2)
R＝十とすると，互＝ヮ？となるから，庁一・＂Co
??〉 ? 〈
?
?
? ? ?
?
? ?
?
??? ??? げ C3~÷
である。
付） O<ca豆÷の時
この時
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?
???
?
? ?
????
＝
?
?
??
???
但し， Ro ＝ヱ~
ベ三；－)=c1 {c2(1一句 C2)-l｝くO
図11
C1 l Cz(1-log Cz) -lf 
図12 k 
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であるから，
ベ会）＞h（士）
であれば， M ムから大きくして，ょに到るまでに， Rが十に到達す
u nσnσ 
ることはない。 〈図11参照。〉逆に， J(_:_J_ー）くh（一一）であれば， koが_1_に,le¥ /l¥ ., ¥ nσ；＝ ¥ n J 
1 到る途中で， Rが一ーになることになる（図12参照。〉n 
（ロ） ？くω の時
この時は，
hくか一（~）2 但し， Ro＝ヱ矛L
であるから， h。＝1／仰の時に，
ベ去）＞h(O)
c 1 であれば， h。を~から大きくして，ーーに到るまでに， R がゼロに到達すnσnσ 一
ることはい。（図13参照o）逆に，バ_L)::;:h(O）であれば，去に到る途
,./ c ¥ 
＼ー nσ ／一一
中で，亙がゼロに到り得る。（図14参照。〉
図13
幽申ー ・・・ー 由ー －.J・幅四・ー ーー ーー
1 
R n 
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図14
曲目ー ＿ー.t＿＿ー 四ー ＿ー＿，ー 』ー ーー ・ー ーー ーー ーー ーー
2 
C3 
2 nσ 
く3)
R, Eは
ベ去）＝h(R），但し， Ro＝号 L
をみたす解であり，
す吋~（乎＋lo吠－1)
1 - <J-Cーとなる。ところで，一一（R十R）＝一一___l__とし、う関係が成立するから， c3, n 2 - nσ 
が大きくなれば， R，亙が小さくなりJσ が大きくなればR,Rが大きくなる
ことは直ちにわかるo Cl は，上の根号に 1つだけ含まれているだけであるか
ら， Clが大きくなれば， R は大きくなり，亙は小さくなる。らについては，
根号の中だけに関係し，その部分を αとし微分すると，
伊（去）＝判示~－1)
c 
となるo それ故，五会Jと1(<1）の時には，らが大きくなる時，支は大きく
（小さく〉なり，亙は小さく（大きく〉なることがわかる。
次にgとRの聞には， g＝σ（1-nR）という関係があるから， Cl, Cz, C3の変
- 56ー
化の場合の結果は容易に得られる。しかし， n，σの変化の場合は， n，σ自
身の変化とそれらの変化によってもたらされるRの変化の大小関係によって決
まり一概には決定しえない。
g-fJ_=nσ（R-B_)だから，表の結果は，直ちに得られる。
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